




<目的>

  当施設において DMP 児の食事は、疾病や年令にかかわりなく同一献立で給食

されている。毎日の食事指導を通し、副食献立によって主食摂取量が左右され

る傾向が著るしく、摂収量の増加をはかる為に、栄養士の協力を得、子どもの

嗜好を取り入れた献立を作成し、同一献立との主食摂収量を比較検討してみる。


